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ビジネス日本語
アドバンス講座

東洋大学2023夏季

場面別の言語能力領域に特化し、
より高いレベルのビジネス日本語力の獲得を目指す

より高いレベルのビジネス日本語力の獲得

を目指して、 ビジネス日本語アドバンス講

座を開講します。各講座では、N1（JLPT）、

または J2 （BJT） 以上の日本語力を持つ

方を対象に、 ビジネス場面で求められるそ

れぞれの言語能力領域 （ライティング、 語

彙と表現、 BJT J1、 J1＋の演習） に特

化した内容を扱います。 講座の中では講

師と受講生の双方向のやりとりを確保しな

がら、 講義を進めます。 受講生は講座の

中で、 質問に答えたり活動に参加したりす

ることが求められる場合があります。 安定

したインターネット接続環境から、 ヘッド

セットやマイクを準備してご参加ください。

本講座を通じて、 受講生が自分にとって

必要な言語能力を集中的に強化し、 より

高度なビジネス日本語力を身につけること

を目指します。

講座概要
2023年8月30日（水）ー9月01日（金）講 座 期 間

各回1,000名　（先着順）定 員

Webexを用いたオンライン形式講 座 形 式

N1（JLPT）、またはJ2（BJT）以上の日本語

能力を持つ外国人の方

受 講 対 象

3トピック、6コース募集コース

税込　1,100円/コース費 用

2023年８月０１日（火）ー８月２８日（月）申 込 期 間

TOYO Japanese Language Program

サイトよりお申込ください。

URL：https://toyo-jlp.com

申 込 方 法

※　1コースのみの参加も複数コースの参加も自由に選べます。

※　講座終了後アンケートに回答した方は、講座で使用した資料を閲覧することができます。

※　申し込んだ方全員、後日授業動画を閲覧することができます。

※　全コース（6回）72分（講義時間の80%）以上参加した方は、

 東洋大学認定修了書をダウンロードできます。



講師紹介

獨協大学外国語学部卒業。 早稲田大学大学院日本語教

育研究科博士後期課程修了。 博士 （日本語教育学）。

Waseda Education(Thailand) ・ タイ早稲田日本語

学校副主任講師、 早稲田大学日本語教育研究センター助

手、 関西学院大学日本語教育センター日本語常勤講師 ・

言語特別講師を経て、 現職。 専門は、 質的データ分析法、

教師研究、 実践研究。

牛窪 隆太
う し く ぼ り ゅ う た

東洋大学国際教育センター准教授

一橋大学社会学部卒業。 早稲田大学大学院文学研究科

博士後期課程修了。博士（文学）。一橋大学留学生センター

（現国際教育センター） 専任講師、 助 （准） 教授を経て、

2013 年より教授。 2015 年より国立国語研究所教授

兼一橋大学言語社会研究科連携教授。 日本語学会大会

企画運営委員長、 専門日本語教育学会学会誌編集委員

長。 2009 年第７回日本語教育学会奨励賞受賞。 研究

分野は、 文章論 ・ 読解研究 ・ 作文研究など。 最新の研

究に基づき、ビジネス文書、文章表現、読解、論文・レポー

ト作成について、 数多くの専門書 ・ 教材を発表している。

石黒　圭
い し ぐ ろ け い

国立国語研究所教授

一橋大学大学院言語社会研究科連携教授

広東海洋大学外国語学部日本語学科卒業。 神戸大学大

学院人文学研究科博士課程前期課程 ・ 後期課程修了。

博士 （学術）。 ドイツハンブルク大学、 神戸大学アシスタ

ント、 神戸芸術工科大学、 日本経済大学など非常勤講師・

専任講師を経て、 現職。 専門は、 現代日本語文法、 日

本語教育、 日本語学、 コーパス言語学。

日本語学習者の視点から、 現代日本語文法の文末表現

と、 漢字漢語研究に取り組む。 文法 ・ 語彙の理論知識

に基づいて、 学習者ならではの学習困難点、 注意点を

踏まえ、 日本語力向上のための勉強のコツなどを提示す

る。

陳 秀茵
ち ん しゅういん

東洋大学国際教育センター講師

筑波大学日本語 ・ 日本文化学類卒業。 早稲田大学大学

院日本語教育研究科博士後期課程修了。 博士 （日本語

教育学）。 日本学術振興会特別研究員、 中国復旦大学講

師、 早稲田大学国際学術院助手、 東洋大学講師 ・ 准教

授を経て現職。 多文化共生 ・ 国際文化交流 ・ 日本語教

育をテーマに、 留学生への日本語教育、 JSL 児童への

日本語教育、 日本語教材分析と開発、 言語政策、 日本

語教育史、 ビジネス日本語教育、 日本文化の海外発信な

どを研究。 第 32 回大平正芳記念賞特別賞、 2018 年

度日本語教育学会奨励賞、 2017 年度早稲田大学ティー

チングアワード総長賞、 2020 年度東京大学オンライン

授業等におけるグッドプラクティス総長表彰受彰、

2022 年第 1 回 SDGs 岩佐賞、 など受賞。

田中 祐輔
た な か ゆ う す け

青山学院大学准教授



講座詳細

日程 回 時間

BJTビジネス日本語能力テスト対策

種別 コース名 講師 所属

018月30日（水） 実践13：00～14：30

講座概要

日程 回 時間 種別 コース名 講師 所属

028月3０日（水） 実践14：50～16：20

講座概要

日程 回 時間

ビジネス語彙と表現

種別 コース名 講師 所属

038月3１日（木） 理論13：00～14：30

講座概要
日本語は他言語に比べて、語彙数が特段に多いというわけではないのですが、上級になっても日
本語の語彙習得を難しく感じる学習者が多いと言われています。それはなぜでしょうか。本講義で
は、日本語の文字・文体・使用場面などの言語的特徴から、語彙を学習する際の困難点を説明し、
それらを克服するための学習方法について考えます。

上級日本語学習者の語彙学習の困難点と対策 陳秀茵 東洋大学国際教育センター
講師

日程 回 時間 種別 コース名 講師 所属

048月3１日（木） 実践14：50～16：20

講座概要
ビジネス場面では、学術場面とは異なる語彙や表現が使われます。本講義では、理論の講義内容
をふまえ、ビジネス場面で使われる語彙・表現について、問題演習と解説を通じて理解を深めます。
講義の中では実際に BJT ビジネス日本語能力テストの模擬問題を解く活動も行います。メモ用紙
を準備して受講してください。

ビジネス日本語語彙・表現の習得と実践 田中祐輔 青山学院大学
准教授

「聴解」をテーマとして、問題演習と解説を行います。「BJT ビジネス日本語能力テスト」の特徴
として、場面認識力と場面における日本語運用力を測るということがあります。講義の中では「場
面把握問題」「発言聴解問題」「総合聴解問題」の３種を取り上げ、実際に問題を解いてもらいます。
ヘッドセットとメモ用紙を準備して受講してください。

BJTビジネス日本語能力テスト対策＆演習
（聴解篇） 牛窪 隆太 東洋大学国際教育センター

准教授

「聴読解」をテーマとして、問題演習と解説を行います。「聴読解」という言葉は、なじみがない
人も多いかもしれません。実際のビジネス場面では、「タスクリスニング」の力が求められます。
これはビジネス文書を読みながら情報を聞き取ったり、状況を把握したりする力のことです。講義
の中では、「状況把握問題」「資料聴読解問題」「総合聴読解問題」の 3種を取り上げ、実際に問
題を解いてもらいます。ヘッドセットとメモ用紙を準備して受講してください。

BJTビジネス日本語能力テスト対策＆演習
（聴読解篇） 陳 秀茵 東洋大学国際教育センター

講師



講座詳細

日程 回 時間

ビジネスライティング

種別 コース名 講師 所属

059月1日（金） 理論13：00～14：30

講座概要
今や仕事のやりとりはメールが中心となり、各種資料や報告書など、文字を通じて伝えなければ
ならない場面が増えています。文書作成において求められるのは、どのようなスキルでしょうか。
本講義では、本講義では、ビジネス文書を日本語で作成する際の上級スキルについて、日本語研
究の成果をもとに解説し、読み手に伝えるための文章表現について考えます。

ビジネス文書の上級スキル 石黒圭
国立国語研究所教授

一橋大学大学院言語社会研
究科連携教授

日程 回 時間 種別 コース名 講師 所属

069月1日（金） 実践14：50～16：20

講座概要

【本講座に関するお問い合わせ】
TOYO Japanese Language Program
E-mail： toyo-jlp@tugs.co.jp

【講座申込】
右側のQRコード、またはURLよりお申込いただけます。
TOYO Japanese Language Programサイト
URL：https://toyo-jlp.com

「書くこと」は４技能の中でも最も習得が遅いとされ、意識的な学習が必要とされる分野です。本
講義では、実際のビジネス場面で行われる書く活動について、問題演習と解説を通じて理解を深
めます。講義の中では、実際に文章を書いてもらいますので、ノートやパソコンなど、書く環境を
準備して受講してください。

超級レベルの日本語ライティング演習 牛窪隆太 東洋大学国際教育センター
准教授


